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　現在、日本では「福祉国家の危機」が叫ばれ、社会保障の改革が求められ
ている。その一方で貧困や格差の拡大が進みつつあるという現実もある。
このシンポジウムでは、現在の格差をめぐる医療・社会政策について考える
ために、福祉国家の原型が成立した20世紀前半に焦点をあてる。
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■高岡裕之（関西学院大学）
　　20世紀日本における「社会国家」化
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日本における福祉国家の原型
――格差をめぐる医療・社会政策――


